
講習No.
U29
選択

子どもとかかわる身体
講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成26年11月22日（土）

主な受講対象者 幼稚園・小学校教諭

講習の概要

受講料 6，000円 対象職種 教諭
定員

36人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験 本山　益子（京都文教短期大学幼児教育学科教授）担当講師

教育者が人的環境であることは周知のことである。子どもが身体で訴えている何かを感じると同時に、安心で
きる雰囲気を醸し出し対応できる教育者の身体性について検討したい。具体的には、身体で他者と響きあうこ
と・つながることを実感するために、ゲームや身体表現遊び（幼稚園・小学校低学年向け）を行う。さらに、講義
においては、エピソードなども手がかりに、身体コミュニケーションに纏わる問題の検討につなげる。

1限
9:00～10:00(60分）

実技1
他者と響きあい、つながる身体を実感
しましょう。

2限
10:10～12:10（120分）

実技2
歌やイメージを手がかりにした身体表
現遊びを実践します。

3限
13:10～15:10（120分）

講義・演習
教育現場における教育者の身体性に
ついて、多様な観点から検討します。

4限
15:20～16:20（60分）

修了認定試験

備考 実技は、動きやすい服装・汗をかいてもかまわない服装に着替えてください。体育館シューズとタオルをご用意ください。

講習No.
U30
選択

食育の重要性と実践力を高める取り組み方
講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成26年11月22日（土）

主な受講対象者 小学校・中学校教諭、栄養教諭

講習の概要

受講料 6，000円 対象職種 教諭、栄養教諭

①子どもたちが食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身につけ、食を通じて「生きる力」を育むための食育の
　重要性について、児童・生徒の食生活及び健康状況の現状や食育授業の事例を示して講義する。
②習得した知識が日常の食生活で実践できるよう、「食の安全・安心」、「食事作り」という２つの視点から具体的
　な取り組み方法について講義・演習する。

定員

30人

時間数

6時間

試験方法

筆記試験

村上　俊男（京都文教短期大学食物栄養学科教授）
森　美奈子（京都文教短期大学食物栄養学科准教授）
福田　小百合（京都文教短期大学食物栄養学科講師）

担当講師

1限
9:00～10:40（100分）

児童・生徒の食生活および
健康状況の現状と食育の重要性
①児童・生徒の食生活および健康状
　況の現状と問題点
②食育の重要性と食育授業に必要な
　知識
③食育授業実践の事例

2限
10:50～12:30（100分）

食の安全・安心とは
①食の安心･安全およびリスクについて
②食情報や食品表示を用いた食育の
　実践例

3限
13:30～15:30（120分）

バランスの良いおいしい食事とは
①カードバイキングを用いた望ましい
　食事のとり方
②「おいしさ」について

4限
15:50～16:30（40分）

修了認定試験

備考 電卓をご用意ください。

講習No.
U31
選択

「子どものこころ」を育む関わり
講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成26年11月29日（土）

主な受講対象者 幼稚園・小学校教諭、養護教諭

講習の概要

受講料 6，000円 対象職種 教諭、養護教諭
定員

20人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験
柴田　長生（臨床心理学部教育福祉心理学科教授）
堀内　詩子（臨床心理学部教育福祉心理学科助教）担当講師

子どもは、こころの内側にそれぞれの「生きたイメージ世界」を持ちながら、外の世界を感じ、外在する大人や友
人達との関係を形成していきます。教師はそのような子どもの成長を育みますが、教師自身への気づき（自己覚
知）が、子どもを育む上で大きく影響します。本講習では、音楽療法や絵画療法の手法を用いながら、「子どもを育
む関わり」と「養育者自身への気づき」のうち・そとについて、リレーワークショップ形式で学びます。

1限
９：0０～１０：2０（8０分）

育む関わり：
子どもと外とのつながり 
外の世界を感じる、人とつなが
るという、それぞれの子どもの
コミュニケーション特性が、大
人や友達とのつながり方に影
響を与えます。音楽療法の手
法をヒントに「個を見つめるこ
と」「二者関係の形を感じてい
くこと」を通して、保育や学校
現場で子どもを見つめていく
手がかりを探ります。

2限
１０：30～１1：50（8０分）

育む側の気づき：
教師自身の関与特性に気づく
子どもを育む教師もいろんな
コミュニケーション特性を持っ
ており、外の世界を受け止め
る場合に、それらが様々な形
で影響します。集団で絵を描く
「回し絵」を実習しながら、教師
自身の外界への関与の仕方の
特徴に気づきます。

3限
１2：50～１4：10（8０分）

育む関わり：
イメージを広げるということ
子どもにとってイメージの世
界はとても大切です。「イメー
ジ遊び」を通して、子どもは内
なるイメージ世界の中に豊か
に生き、現実世界の表現を変
容させる力を育てていきま
す。リトミックや音楽療法の中
で取り入れられるイメージの
世界の大切さを、講義と演習
を通して学びます。

4限
１4：2０～１5：4０（8０分）

育む側の気づき：
大人の中に存在する
子どもイメージ
子どものイメージを受け止める
には、教師側の「子ども的セン
ス」への気づきが大切です。大
人のこころの中にも存在する
「自らの子ども像」を描くことで、
教師自身の「子ども的イメージ」
の湧出を試み、それへの気づき
を通して、実際の子どもの受け
止め方を豊かにします。

5限
１5：50～１6：30（40分）

修了認定試験

講習No.
U32
選択

「活用型」学力を育む算数科の授業づくり
講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成26年11月29日（土）

主な受講対象者 小学校教諭

講習の概要

受講料 6，000円 対象職種 教諭
定員

30人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験 亀岡　正睦（臨床心理学部教育福祉心理学科教授）担当講師

「算数的活動」と「記述表現活動」をキーワードに、「活用力」を育てる小学校算数科の授業の理論と実際について
実践的に学びます。習得と探求を関連づける「活動」による小学校算数の授業改善について具体的に学びます。
小学校算数科の「算数的活動」について、実際的な活動を体験します。小学校算数科における内的活動と外的活動
双方に目を向け、両者をつなぐ算数科の学習指導法「ふきだし法」について解説します。

1限
9:00～10:20（80分）

「活用型」学力を育むための
授業改善法
「算数的活動」を重視した授業改善
の意味とその実際について概説しま
す。キーワードは「Aha！算数」「算数
的活動」「活用力」「記述表現活動」
「言語力」です。

2限
10:30～12:10（100分）

算数的活動の実際
おもに外的な算数的活動の実際を体
験することを中心に進めます。体を
使ったり、切ったり張ったりさまざま
な作業的・体験的活動を教師自らが
体験することで、子ども達に体感、実
感させ納得理解させる方法を体得で
きます。

3限
13:10～14:40（90分）

思考力・表現力を育てる
「ふきだし法」
ノートへの記述表現活動に着目し、
思考力・表現力といった力を育て、筋
道だった説明ができる言語力を育成
する授業デザインと評価法について
「ふきだし法」を中心に解説します。

4限
14:50～16:20（90分）

まとめと修了認定試験
新しい算数科の授業づくりについて
総括した上で、修了認定試験を実施
します。

備考 はさみ、スティックのり、セロテープをご持参ください。
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